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第
22

回
新
得
町
畑
作
振
興
会
総
会

２

活
用
、
畑
作
生
産
規
模
拡
大
に
向
け
て
の

検
討
及
び
耕
畜
連
携
の
強
化
、
さ
ら
に
今

年
度
か
ら
新
た
な
重
点
課
題
と
し
て
Ｔ
Ａ

Ｆ
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
に
向
け
た
取
組

な
ど
６
項
目
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
冬
期
営
農
講
座
が
行

わ
れ
、
例
年
通
り
、
ホ
ク
レ
ン
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
協
の
講
義
に

加
え
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
方
法
を

十
勝
農
協
連
に
、
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い

て
北
興
化
学
工
業
に
講
義
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
新
年
会
が
行
わ

れ
、
生
産
者
・
関
係
機
関
の
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

1
月
28
日
畑
作
振
興
会(

千
田
弘
樹
会
長)

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
松
坂
直
樹
さ
ん
を
選
出
し
第
1

号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
重
点
課
題
事

項
と
し
て
農
業
所
得
向
上
及
び
今
後
の
農

政
変
化
に
お
け
る
営
農
対
応
策
の
検
討
、

新
得
町
営
農
対
策
協
議
会
と
の
連
携
に
よ

る
各
種
作
物
毎
の
試
験
の
実
施
、
農
産
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
強
化
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
有
効

第42回新得町蔬菜生産振興会

２
月
14
日
、
農
協
集
会
室
に
お
い
て
、

新
得
町
蔬
菜
生
産
振
興
会
の
第
42
回
総
会

を
行
い
、
会
員
13
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
会
長
の
挨
拶
の
後
、
慣
例
に
よ
り
平

会
長
を
議
長
と
し
、
令
和
元
年
度
並
び
に

収
支
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

全
議
案
に
お
い
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
新
得
産
の
ア
ロ
マ
レ
ッ

ド
の
人
参
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
を
行
い
そ
の

後
、
ト
ー
ホ
ク
種
苗
、
十
勝
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
成
田
氏
に
よ
る
講
習
会
を
行

い
、
今
年
度
の
品
質
・
収
量
向
上
の
た
め

参
加
者
は
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

農耕トラクター公道走行説明会

２
月
25
日
、
農
協
集
会
室
に
お
い
て
、
農

作
業
機
を
装
着
し
た
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の

一
般
公
道
走
行
に
関
す
る
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
太
田
組
合
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
さ
れ
、
㈱
十
勝
く
み
あ
い
農
機
事
業

セ
ン
タ
ー
植
田
専
務
を
講
師
に
迎
え
、

「
作
業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行

に
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
国
土
交
通
省
が
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー

に
関
わ
る
道
路
運
送
車
両
の
運
用
を
見
直

し
、
保
安
基
準
に
緩
和
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
決
ま
り
開
催
さ
れ
た
説
明
会
で

あ
り
、
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。



3

新
入
職
員
の
紹
介

①
生
年
月
日

②
出
身
地

③
最
終
出
身
校

④
血
液
型

⑤
趣
味
・
特
技

⑥
農
協
を

志
望
し
た
理
由

⑦
抱
負
を
一
言

営
農
部

農
産
課

農
産
係

と
り
い

よ
う
す
け

鳥
井

洋
助

①

平
成
13
年
７
月
19
日

②

新
得
町
屈
足

③

清
水
高
等
高
校

④

Ａ
型

⑤

運
動
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

⑥

自
分
自
身
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
中
で
、
周
囲
の
方
に
農
業
に

つ
い
て
の
魅
力
を
教
え
て
頂
き
、
農
家

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
得
の
農
業
を
盛

り
上
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
！

⑦

こ
れ
か
ら
多
く
の
事
を
学
ん
で
し
っ
か

り
と
働
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

総
務
部

管
理
課

管
理
係

も
ん
べ
つ

ふ
う
が

門
別

風
伽

①

平
成
13
年
11
月
３
日

②

清
水
町

③

清
水
高
等
学
校

④

Ｂ
型

⑤

音
楽
鑑
賞
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

⑥

誰
か
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
し
た
く

て
、
農
家
の
方
々
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
に
事
務
で
仕
事
を
し
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

新
得
の
特
産
が
盛
り
上
が
れ
ば
い
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

⑦

早
く
仕
事
を
覚
え
て
慣
れ
、
信
頼
さ

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ン
ト
ク
ア
ユ
ミ
ル
ク
（
太
田
眞
弘
社
長
）

は
、
４
月
１
日
に
入
社
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
社
は
今
年
度
、
新
た
に
「
事
業
部
（
ヘ

ル
パ
ー
チ
ー
ム
、
乳
牛
検
定
チ
ー
ム
）
」

を
設
立
し
、
新
入
社
員
９
名
を
新
た
に
加

え
、
社
員
総
数
は
21
名
と
な
り
ま
し
た
。

設
立
か
ら
４
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
①
組
織

と
し
て
の
機
能
強
化
、
社
員
の
ス
キ
ル

向
上
、
②
請
負
作
業
並
び
に
、
就
業
斡

旋
に
よ
る
地
域
農
業
へ
の
貢
献
と
新
た

に
大
き
な
２
つ
の
柱
を
中
心
に
事
業
の

拡
大
を
目
指
し
、
「
新
生
ア
ユ
ミ
ル
ク
」

が
歩
み
出
し
ま
す
。

牧場部

活動目標

生産力の向上、人材の育成

事業部

活動目標

生産力の向上、人材の育成

研修チーム 生産チーム

業務内容

牧場作業、ヘルパー業務

業務内容

牛の授乳作業、飼養管理

ヘルパーチーム

業務内容

酪農ヘルパー業務

乳牛検定チーム

業務内容

乳牛検定業務



２
月
10
日
、
十
勝
地
区
農
協
青
年
部
上
り
線
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
Ｊ
Ａ
新

得
町
、
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町
、
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
の
青
年
部
役
員

を
対
象
と
し
た
研
修
会
で
今
年
度
は
Ｊ
Ａ
新
得
町
青
年
部

が
当
番
と
な
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
ソ
ー
ゴ
ー
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

高
原
淳
氏
を
迎
え
、
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
～
雑
誌
ス
ロ
ウ
の
取
材
を
通
じ
て
感
じ

る
こ
と
～
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
は
十
勝
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
に
場
所
を
移
し
て
懇

親
会
を
行
い
、
交
流
も
深
め
ら
れ
た
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

第
64
回
定
期
総
会

３
月
６
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
64
回
青
年
部

定
期
総
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
を
防
ぐ
為
、
書
面
議
決
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

議
案
１
号
か
ら
５
号
ま
で
の
全
５
議
案
が
書
面

に
て
可
決
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
役
員
体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。

部

長

吉
田

幸
太
郎

（
佐
幌
）

副

部

長

持
田

直
哉

（
佐
幌
）

副

部

長

平

一
真

（
屈
足
）

理

事

伊
藤

尭
洋

（
上
佐
幌
）

理

事

山
本

珠
生

（
上
佐
幌
）

理

事

村
上

明
弘

（
上
佐
幌
）

理

事

今
村

考
志

（
北
新
得
）

監

事

百
瀬

雄
二

（
広
内
）

監

事

井
上

和
哉

（
佐
幌
）

季
節
の
室
礼
（
し
つ
ら
い
）

桜
和
文
化
講
師

●
滝
井
ひ
か
る

日
本
人
が
愛
し
て
や
ま
な
い
桜
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ト
ー
チ
に
も
桜
の
モ
チ
ー
フ
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
桜
が
実
は
「
日
本
の
国
花
で
は
な
い
」
と
聞
い
た
ら
驚
く

で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
国
花
を
定
め
る
法
律
が
な
い
た
め
、
皇
室
の
紋
章

で
あ
る
菊
と
共
に
「
準
国
花
」
と
い
う
意
味
付
け
な
の
で
す
。

桜
は
農

事
と
深
く
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
桜
と
い
う
言
葉
は
、
早
乙
女
・
早
苗
・
皐

月
（
さ
つ
き
）
な
ど
と
同
じ
く
、
田
の
神
を
表
す
「
サ
」
と
、
座
を
表
す

「
ク
ラ
」
が
合
わ
さ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
田
の
神
様
が
降
り
る
依

り
代
（
よ
り
し
ろ
）
と
い
う
意
味
で
す
。

花
見
は
古
来
よ
り
、
田
植
え
が
始
ま
る
前
に
そ
の
年
の
豊
作
を
願
っ
て
、

田
の
神
が
宿
る
桜
を
め
で
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

花
見
と
い
え
ば
梅
見
で
し
た
が
、
平
安
時
代
に
宮
中
で
桜
を
め
で
る
よ
う
に

な
り
、
江
戸
時
代
以
降
、
今
の
花
見
の
風
習
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
頃
の
桜
は
山
桜
。
桜
の
名
所
、
奈
良
の
吉
野
桜
も
山
桜
で
す
。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
は
江
戸
時
代
、
東
京
駒
込
の
染
井
村
で
大
島
桜
と
江
戸
彼
岸
桜
を
掛
け

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
い
た
だ
く
桜
餅
。
皆
さ
ん
は
長
命
寺
派
と
道
明
寺
派
の
ど
ち

ら
で
し
ょ
う
か
？

桜
餅
は
、
東
京
向
島
で
長
命
寺
の
桜
の
葉
を
塩
漬
け
に

し
て
作
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
命
寺
の
桜
餅
は
小
麦
粉
の

皮
で
あ
ん
を
く
る
み
ま
す
が
、
道
明
寺
の
桜
餅
は
餅
米
で
あ
ん
を
く
る
み
ま

す
。
大
阪
藤
井
寺
の
道
明
寺
は
、
道
明
寺
粉
発
祥
の
地
。
蒸
し
て
乾
燥
さ
せ

た
餅
米
は
昔
の
携
行
食
で
、
お
湯
で
戻
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

は
和
菓
子
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
時
期
の
室
礼
飾
り
は
、
花
見
の

雰
囲
気
を
家
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
桜

を
大
胆
に
生
け
ま
し
ょ
う
。
カ
バ
細
工

と
し
て
小
物
に
も
使
わ
れ
る
桜
の
木
の

皮
は
、
美
し
い
物
で
す
。
ガ
ラ
ス
の
花

瓶
を
使
う
と
、
枝
模
様
が
映
え
ま
す
。

桜
の
形
の
プ
レ
イ
ス
マ
ッ
ト
を
敷
く
の

も
い
い
で
す
ね
。

４
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３
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
新
得
町
女
性
部
の

第
67
回
通
常
総
会
を
農
協
事
務
所
集
会

室
で
開
催
し
部
員
30
名
（
う
ち
委
任
状

15
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
長
に
屈
足
地
区
の
村
中
順
子
さ
ん
を

選
任
し
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支

決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
な

ら
び
に
収
支
予
算
案
な
ど
案
第
１
号
か

ら
第
５
号
ま
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
事
業
内
容
や
今
後
の

女
性
部
の
方
針
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
総
会
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
来

賓
の
臨
席
を
取
り
や
め
、
予
定
し
て
い
た

講
演
会
、
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
な
ど
を

中
止
し
た
状
態
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総会の様子

フレッシュよつ葉会新役員の皆さん

次
の
通
り
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
よ
つ
葉
会
）

会

長

若
杉

絵
里
子
（
北
新
得
）

副

会

長

村
田

倫
子

（
屈

足
）

理

事

林
本

明
子

（
北
新
得
）

理

事

吉
武

映
理
奈
（
上
佐
幌
）

監

事

伊
藤

友
美

（
上
佐
幌
）

挨拶をする平部長

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
村
瀬
梓
会
長
）
は
、

２
月
13
日
、
農
協
連
ビ
ル
に
て
令
和

元
年
度
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
『
週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
』
に

て
連
載
中
の
「
十
勝
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

農
園
」
の
漫
画
家
横
山
裕
二
氏
を
招

き
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
新
得
町
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
よ

つ
葉
会
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
ま
し

た
。講

演
で
は
横
山
氏
が
な
ぜ
十
勝
で
農

園
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
漫
画
に
関

わ
る
裏
話
な
ど
講
演
し
て
頂
き
、
大

い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。講演を行う横山氏



第
１

出
資
譲
渡(

受)

・
加
入
・
脱
退
・

資
格
変
更
申
込
書
に
つ
い
て

第
２

令
和
元
年
度
十
勝
管
内
Ｊ
Ａ
役
職

員
研
修
会

第
３

令
和
２
年
度
作
付
指
標
面
積
の
設

定
に
つ
い
て

第
４

12
月
末
畜
産
物
取
扱
実
績
に
つ
い

て

第
５

新
得
町
畜
産
振
興
公
社
の
12
月
末

現
在
の
状
況
に
つ
い
て

第
６

そ
の
他

第
１
号

組
合
員
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

第
２
号

第
90
回
（
通
常
総
会
開
催
日
程

に
つ
い
て

第
３
号

令
和
２
年
度
内
部
監
査
実
施
計

画
に
つ
い
て

第
４
号

令
和
元
年
12
月
末
自
己
査
定
結

果
に
つ
い
て

第
５
号

令
和
元
年
度
特
定
組
合
員
組
勘

実
績
報
告
に
つ
い
て

第
６
号

資
金
貸
付
に
関
わ
る
利
益
相
反

取
引
に
つ
い
て

第
７
号

そ
の
他

第
１

出
資
増
口
・
脱
退
申
込
者
に
つ
い

て

第
２

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

第
３

西
十
勝
農
業
セ
ン
タ
ー
令
和
元
年

度
収
支
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

第
４

１
月
末
畜
産
物
取
扱
実
績
に
つ
い

て

第
５

そ
の
他

第
１
号

職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ

い
て

第
２
号

地
域
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
３
号

令
和
２
年
の
理
事
に
対
す
る
組

勘
供
給
限
度
額
及
び
貸
越
極
度

額
の
設
定
に
つ
い
て

第
４
号

令
和
２
年
度
戸
別
経
営
相
談
対
象

組
合
員
の
指
定
に
つ
い
て

第
５
号

農
作
業
免
許
取
得
支
援
事
業
要
領

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
号

固
定
資
産
リ
ー
ス
の
取
得
に
つ
い

て

第
７
号

そ
の
他

第
１

出
資
譲
渡(

受)

・
加
入
・
脱
退
申

込
者
に
つ
い
て

第
２

職
員
の
新
規
採
用
に
つ
い
て(

４
月

１
日
付
け)

第
３

余
裕
金
運
用
状
況
報
告
に
つ
い
て

第
４

令
和
元
年
度
内
部
監
査
活
動
報
告
並

び
に
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

第
５

令
和
元
年
西
十
勝
農
業
セ
ン
タ
ー
決

算
報
告
に
つ
い
て

第
６

令
和
元
年
産
共
同
計
算
規
格
外
小
麦

の
精
算
に
つ
い
て

第
７

中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業

(

補
正)

に
係
る
入
札
結
果
に
つ
い
て

第
８

２
月
末
畜
産
物
取
扱
実
績
に
つ
い
て

第
９

(

株)

シ
ン
ト
ク
ア
ユ
ミ
ル
ク
決
算
報

告
に
つ
い
て

第
10

そ
の
他

第
１
号

令
和
元
年
度
第
４
・
四
半
期(

決

算)

自
己
監
査
に
つ
い
て

第
２
号

地
域
懇
談
会
の
開
催
内
容
の
変
更

な
ら
び
に
役
員
協
議
会
に
日
程
に

つ
い
て

第
３
号

役
員
報
酬
額
の
報
酬
審
議
委
員
会

よ
り
の
答
申
に
つ
い
て

第
４
号

機
構
の
変
更
に
つ
い
て

第
５
号

信
用
事
業
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

第
６
号

リ
ス
ク
評
価
書
の
改
正
に
つ
い
て

第
７
号

令
和
２
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針

の
計
画
に
つ
い
て

第
８
号

令
和
２
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施

計
画
に
つ
い
て

第
９
号

令
和
元
年
度
資
産
自
己
査
定
結
果

に
つ
い
て

第
10
号

令
和
２
年
度
貸
出
条
件
緩
和
債
権

に
つ
い
て

第
11
号

不
良
債
権
の
処
理
に
つ
い
て

第
12
号

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
に

に
つ
い
て

第
13
号

西
十
勝
農
業
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日

に
つ
い
て

第
14
号

有
害
鳥
獣
対
策
に
か
か
る
助
成
金

の
支
出
に
つ
い
て

第
15
号

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
16
号

そ
の
他

第
11
回

１
月
31
日
開
催

報

告

事

項

協

議

事

項

第
12
回

２
月
26
日
開
催

報

告

事

項

協

議

事

項

第
1
回

３
月
31
日
開
催

報

告

事

項

協

議

事

項

６

営
農
部

農
産
課

受
渡
倉
庫
係

谷
尻

豊

畜
産
部

畜
産
課

畜
産
係

佐
々
木

純
子



N T T 東 日 本 - 北 海 道
北 海 道 東 支 店 設 備 部

ＮＴＴ設備事故防止のお願い

＜ もし事故を起こしてしまったら ＞

NTT東日本-北海道 局番なしの113番へ

[ 携帯電話からは 0120-444-113へ ]

拝啓 時下皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

日頃より、弊社の電気通信事業に対し、格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼

申し上げます。

さて、農作業時期をむかえ作業が活発になるこの時期は、弊社電話設備に

農業機械や農作物運搬車両等による事故が多発する傾向にあります。

万が一事故が発生した場合、一般の電話やインターネット等の通信のみならず、

110番119番が繋がらない等、人命に関わる大きな問題に波及しかねません。

例年、特に畑への出入りの際に電話ケーブルを切断する事故が多発している

ことから、大型農業機械・ユニック車・運搬車両の荷台等収納状態、電話線等の

距離を確保していただき事故が起きないようご協力をお願いいたします。

ＪＡ組合員の皆様へ

＜本件の問い合わせ＞

NTT東日本-北海道 北海道東支店 設備部 サービスセンタ

〒080-0803 帯広市東3条南12丁目2番地 NTT東ビルＢ棟3F

Tel 0155-23-7964

【事故を発生させた場合】

多額の復旧費用を負担して
頂くこととなりますので、

ご理解のほど宜しくお願いい
たします。

７
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人 事 異 動 発 令 令和２年４月１日付

新 氏 名 旧
(部 長 職）

総務部長 中 澤 秀 明
総務部長兼管理課長兼農政企画係長兼経理係長

（出納事故代理者）兼融資審査課長

経済部長兼生産資材課長 西 川 仁 経済部長兼生産資材課長兼燃料課長
営農部長兼融資審査室長 池 田 佳 弘 営農部長兼農産課長兼受渡倉庫係長

（課 長 職）

経営課長兼経営支援係長兼農政企画係長 北 村 一 哉 経営課長兼経営支援係長

管理課長兼経理係長（出納事故代理者） 吉 田 壮 介 農産課農産係長
農産課長 斉 藤 恵 介 生産資材課生産資材係長
生産資材課生産資材係調査役 羽 場 寿 則 燃料課給油係調査役（屈足）

（係 長 職）
貯金共済課融資係長兼貯金係長 菊 地 祥 経営課融資係長
貯金共済課共済係長 加 藤 睦 夫 貯金共済課共済係主任
管理課管理係長 松 浦 妙 子 管理課管理係長兼融資審査課融資審査係長
農産課農産係長 横 野 弘 夢 農産課農産係主任
農産課受渡倉庫係長 斉 藤 尚 也 農産課受渡倉庫係主任
生産資材課給油係長（新得） 真 嶋 達 也 燃料課給油係長（新得）
生産資材課給油係長（屈足） 安 藤 泰 司 生産資材課資材店舗係長

（主 任 職）
生産資材課生産資材係主任 武 田 拓 海 農産課農産係
管理課経理係主任 佐 藤 大 介 管理課経理係
経営課経営支援係主任 大 谷 賢 司 経営課経営支援係
車輛整備工場管理車輛係主任 吉 岡 亮 車輛整備工場管理車輛係
車輛整備工場検査整備係主任 須 甲 英 樹 車輛整備工場検査整備係

（係 職）
経営課農政企画係 金 田 智 哉 管理課農政企画係
農産課付（出向）西十勝農業センター 鎌 田 貴 之 燃料課給油係（新得）

（準 職 員）
融資審査室融資審査係 西 倉 成 美 管理課管理係
貯金共済課融資係 尾 崎 美 里 営農部経営課融資係
貯金共済課融資係 草 野 舞 子 営農部経営課融資係
生産資材課給油係（屈足） 石 川 輝 子 燃料課給油係（屈足）
生産資材課生産資材係（店舗担当） 小 川 幸 恵 生産資材課資材店舗係

（臨時職員）
畜産課畜産係 前 田 穂乃花 畜品販売課畜品販売係

（再 雇 用）
生産資材課給油係（新得） 安 楽 信 子 燃料課給油係（新得）
貯金共済課融資係 望 木 雅 洋 営農部経営課融資係
生産資材課給油係（新得） 矢 野 晃 農産課付（出向）西十勝農業センター

（見 習）
農産課農産係 鳥 井 洋 助 新規採用
管理課管理係 門 別 風 伽 新規採用

今年度、機構改革により以下の通り変更になりました。

（旧）営農部経営課融資係 （変更後） 総務部貯金共済課融資係

（旧）総務部管理課農政企画係 （変更後） 営農部経営課農政企画係

（旧）経済部生産資材課店舗係 （変更後） 経済部生産資材課生産資材係

（旧）経済部燃料課給油係 （変更後） 経済部生産資材課給油係

（旧）総務部融資審査課融資審査係（変更後） 融資審査室融資審査係
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